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２　行政組織
 （１） 組織図
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(ｳ) 一般国道 317 号（尾道市因島中庄町） 

当該路線は、愛媛県松山市を起点とし、尾道市因島中庄町を経て尾道市街地に至る延

長約 156 ㎞の幹線道路であり、地域住民の利用のみならず、瀬戸内しまなみ海道の開通

により増加した観光客や輸送等における交通の利便性確保にも資するものとなってい

る。 

当整備区間は、道路幅員が狭く、歩道も未整備の状態であり、特に青影隧道について

は、道路幅員が 5.7ｍしかなく、大型車の離合が困難な状態にあることから、新しいト

ンネルを含むバイパス整備を行い、交通の利便性・安全性の向上を図るものである。 

新青影トンネルは令和４年度に供用開始し、令和８年度は、終点側交差点付近の改良

工事を進める。 

■事業概要 

 ・延 長 Ｌ＝1,130ｍ 

 ・幅 員 Ｗ＝6.5（11.0）ｍ 

 ・全 体 事 業 費 Ｃ＝3,800 百万円 

 ・事 業 期 間 平成 14 年度～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

事業箇所図 
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西瀬戸自動車道 因島北 IC 

（国）317 号 
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至因島田熊町 

至因島土生町 
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(ｴ) 一般国道 184 号（尾道市新浜～栗原町） 

当該路線は、山陰・県北部地域と尾道市を結び、広域連携強化、物流効率化に寄与す

る重要な路線であり、尾道市内においては、山陽自動車道尾道ＩＣやＪＲ新尾道駅など

へのアクセス道路となる路線である。 

当整備区間においては、尾道市中心部と市北部地域間の自動車交通需要の増大や平原

土地区画整理事業等の開発により、朝夕に渋滞が発生しており、交通の円滑化や交通安

全の確保、山陽自動車道尾道ＩＣ等へのアクセス向上、災害時の緊急輸送路確保等のた

め、整備が必要である。 

令和８年度は、門田工区のトンネル工事を含め、改良工事を進める。 

■事業概要 

 ・延 長 Ｌ＝1,000ｍ 

 ・幅 員 Ｗ＝13.0（25.0）ｍ 

 ・全 体 事 業 費 Ｃ＝25,000 百万円 

 ・事 業 期 間 平成 11 年度～ 
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ア コンパクト＋ネットワーク型のまちづくりを支える道路整備 

(ｱ) 一般国道 185 号（三原市幸崎町能地） 

当該路線は、広島県呉市を起点とし、竹原市を経由して三原市へ至る幹線道路であり、

安全で円滑な交通の確保により地域間の連携強化を図るため、早期整備が期待されてい

る。 

事業計画区間は、道路幅員が狭く、歩道がないうえ線形不良であるため、三原市の漁

港整備と併せて造成した埋立地にバイパス整備を行い、一般車両の交通の利便性を向上

させるとともに、現道の自転車及び歩行者の安全性を確保するものである。 

令和８年度は、橋梁下部工事を予定している。 

■事業概要 

 ・延 長 Ｌ＝700ｍ 

 ・幅 員 Ｗ＝6.5（15.0）ｍ 

 ・全 体 事 業 費 Ｃ＝1,600 百万円 

 ・事 業 期 間 平成 11 年度～ 
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